
先月25日に予定されていました「親子清掃」は、荒
天のため急遽中止となりました。育桜会役員の皆様、
生活安全部の皆様をはじめ、丁寧なご準備をしてくだ
さった方々、本当にありがとうございました。
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Ｔ
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Ａ
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Ｐ
Ｔ
Ａ
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訓
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(
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マ
ラ
ソ
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大
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三
年
球
技
会

11
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人
権
学
習(

予
定)

12
日
～(

特)

期
末
懇
談(

午
後)

16
日

期
末
個
人
懇
談(

～

日)

17

19

＊

日
の
み
午
後

17

日

終
業
式
・
大
掃
除

20

映
画
を
観
る
会(

図
書
部)

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
韓
国
公
州
大
学
校
附
設
中
学
校
と
の
交

流
。
今
年
は
８
月
５
日
に
、
教
員
３
名
と
男
女
各
３
名
の
生
徒
が

来
日
さ
れ
、
翌
６
日
に
は
本
校
で
中
央
委
員
会
や
有
志
が
中
心
に

な
っ
て
手
作
り
の
交
流
会
を
持
ち
ま
し
た
。
昼
食
で
は
昨
年
同

様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
州
の
生
徒
は
、
こ
の
日
か
ら
の
２
日
間
、
後
日
訪
韓
す
る
生
徒

の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の
文
化
に
親
し
み
、
最
終
日
は

大
阪
を
見
学
し
て
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

８
月

日
、
今
度
は
附
中
か
ら
男
女
各
３
名
の

23

生
徒
が
松
川
校
長
、
中
嶋
・
吉
田
両
教
諭
引
率
の

も
と
、
韓
国
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
仁
川
空

港
到
着
後
、
短
時
間
の
ソ
ウ
ル
市
内
見
学
の
後
、

高
速
バ
ス
で
公
州
へ
。
そ
の
日
は
ハ
ノ
ク
・
マ
ウ

ル
（
民
俗
村
）
に
宿
泊
。
翌
日
は
先
に
来
日
し
た

附
設
中
の
教
員
や
生
徒
と
共
に
、
武
寧
王
陵
な
ど

公
州
市
内
の
史
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

生
徒
た
ち
は
、
ペ
ア
の
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
韓
国
の
暮
ら
し
に
触
れ
ま
し
た
。
４
日
目
は

附
設
中
を
訪
問
し
、
歓
迎
会
、
部
活
動
や
給
食
体

験(

写
真
上)

を
し
、
公
州
市
役
所
を
訪
問
し
て
市

長
さ
ん
に
も
お
会
い
し
ま
し
た(
写
真
下)

。
同
日

午
後
公
州
を
あ
と
に
し
て
ソ
ウ
ル
へ
。
最
終
日
の

日
は
南
大
門
市
場
や
明
洞
な
ど
を
回
り
、
多
く

27の
思
い
出
を
胸
に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
尚
、
交

流
の
様
子
は
今
年
も
文
化
の
集
い
で
報
告
す
る
予

定
を
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

日

本
列

島

が

猛

暑
に

う

だ

る
な

か

、

附

中
生

は

そ

れ

ぞ
れ

の

場

で
素

晴

ら

し

い
パ

フ

ォ

ー

マ
ン

ス

を

披

露
し

、

各

種

目
で

好

成

績

を
挙

げ

ま

し
た

。

な

か

で

も
陸

上

競

技

部
の

３

年

渡

辺

駿

平

君
は

、

県

総
体

の

走

り
幅

跳

び

で
６

ｍ

㎝

を
記

録

54

し
て

優

勝

し

、
全

国

大

会
へ

の

切

符
を

手

に

入
れ

ま

し

た

。
ま

た

、

水

泳
部

の

３

年

佐
竹

一

凪

君
は

、

県

総

体

の

と

の

個
人

メ

ド

レ

ー
で

200m

400m

優

勝

し

、
近

畿

大

会
で

も

入

賞

を
果

た

し

ま

し
た

。

ま

た

体
操

競

技

で
２

年

の

吉

川

咲
菜

さ

ん

が
近

畿

大

会

に

出
場

し

ま

し
た

。

科

学

部
は

関

西

WRO

大
会

で

好

成

績
を

挙

げ

、
２

チ

ー

ム

が

東
京

で

の

全
国

大

会

に

出
場

し

ま

し
た

。

さ

ら

に
３

年

の
水

津

孝

裕

君
は

ハ

ン

ド
ボ

ー

ル

の

近
畿

ブ

ロ

ッ

ク

育

成

選
手

に

認

定

さ
れ

、

バ

レ
ー

ボ

ー

ル

部
は

市

バ

レ

ー

カ

ー

ニ
バ

ル

で

準
優

勝

に

輝

き
ま

し

た(

写

真

下)

。

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
の
ラ
イ
ブ
映
像
に
思
う

学
校
長

松

川

利

広

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
が
東
京
に
決

ま
り
、
一
九
六
四
年
以
来
、
五
六
年
ぶ
り
の
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
七
年
後
で
す
か
ら
、
現
在
の
一
年
生
が
、
二
十
歳
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
長
が
、
開
催
都
市
を
発
表
す
る
瞬
間
、
そ
し

て
そ
の
後
の
現
地
の
様
子
を
、
遙
か
彼
方
の
南
米
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
届
く

ラ
イ
ブ
映
像
を
見
て
い
て
、
二
つ
の
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
し
ま
し
た
。

一
つ
目
、
物
事
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
両
面
を
も
っ
て
推

移
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
開
催
都
市
発
表
の
瞬
間
に
向
か
っ
て
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
（
こ
の
瞬
間
に
向
か
っ
て
招
致
活
動
を
進
め
て
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て

は
大
詰
め
の
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
で
も
あ
る
）、
そ
し
て
発
表
の
瞬
間
か
ら
、
今
度
は

七
年
後
の
開
催
日
に
向
か
っ
て
始
ま
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
（
同
時
に
カ
ウ
ン
ト
ア

ッ
プ
）。
こ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
は
、
目
標
（
ゴ
ー
ル
）
が
あ

る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
意
識
（
作
用
）
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、「
ゴ
ー
ル
は
ス
タ

ー
ト
」
と
は
言
い
得
て
妙
で
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
と
、
私
が
二
十
歳
の
頃
に
覚
え
た
「
一
つ

の
こ
と
」（
作
詞

斉
藤
喜
博
）
と
い
う
詩
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
終
わ
る

ひ
と
つ
の
こ
と
／

い
ま
越
え
る

ひ
と
つ
の
山
／

風
渡
る

草
原(

く
さ
は
ら)

／
響
き
合
う

心
の
歌
／

桑
の
海

光
る
雲
／

人
は

続
き

道
は
続
く
／
遠
い
道

は
る
か
な
道
／
あ
す
登
る

山
も
見
定
め
／

い
ま
終
わ
る

ひ
と
つ
の
こ
と
／

い
ま
終
わ
る

ひ
と
つ
の
こ
と

人
生
を
豊
か
に
す
る
の
は
、
あ
す
登
る
山
を
見
定
め
、
つ
ま
り
目
標
を
立
て
、

努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
目
標
、
一
週
間
後
の
目
標
、
二
学

期
末
の
目
標
、
卒
業
時
の
目
標
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
の
目
標
等
々
、
近
い
目

標
、
遠
い
目
標
を
立
て
、
一
歩
一
歩
、
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
尊
い
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
、
希
望
が
叶
わ
な
か
っ
た
人
々
へ
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
」
で
す
。

日
本
の
代
表
者
の
一
人
は
、
決
定
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
敬
意
を
表
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
短
い
言

葉
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
イ
バ
ル
を
労
う
配
慮
の
言
葉
に
、
ほ
っ
と
し
た
気
持

ち
に
な
っ
た
の
は
私
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
素
直
に

喜
び
を
表
し
つ
つ
も
、
有
頂
天
に
な
ら
な
く
て
、
冷
静
さ
を
保
ち
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
遣
い
が
で
き
る
人
に
、
安
心
感
と
信
頼
感
を
覚
え
ま
す
。
こ
の
「
ち
ょ
っ
と

し
た
心
遣
い
」
は
、
人
生
の
潤
滑
油
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
物
事
を
動
か
し
た

り
決
し
た
り
す
る
場
面
に
お
い
て
、
と
き
に
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
太
宰
治
は
『
お
伽
草
紙
』
の
「
瘤
取
り
」
の
中
で
、「
ち
ょ
っ
と
し

た
仕
草
（
も
の
ご
と
を
す
る
と
き
の
ち
ょ
っ
と
し
た
動
き
や
表
情
）
や
ち
ょ
っ
と

し
た
心
遣
い
」
が
、
そ
の
人
の
人
生
に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
の
ラ
イ
ブ
映
像
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
と
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
両
面
を
意
識
し
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
不
断
の
努

力
を
す
る
こ
と
と
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
他
者
へ
の

配
慮
（
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
）
を
忘
れ
な
い
心
豊
か
な
人
間
に
な
る
こ
と
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。


